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小学生の教育事情

長男が小学校1年生になった当初（2001年）、無
知な私たち夫婦は子どもが元気に学校へ通ってさえ
いれば、家では何もしなくてもいいと考えていた。
ところが、除々にこれがいかに甘い考えかを知るこ
とになる。子どもの教育の現状を知るにつれ危機感
を深め、現在では夫婦ともに子どもの家庭学習に試
行錯誤しながら取り組んでいる…。
2001年4月、長男が小学校に入学した。学校か
ら頂いてきた教科書は「薄くて、オールカラー」隔
週で土曜日はお休みだった。2002年からは小学生
も週休二日制になってしまった。4月中旬の授業参
観では子ども達は多少落ち着きがないように感じら
れた。きちんと座って、先生の話しを聞くことがで
きない子が多かった。授業中なのに教室前方に設置
された鉛筆削りを使用するために数人が立ち歩い
た。学級崩壊を彷彿とさせた。幸いにも、ベテラン
の男性教師で学級崩壊にはならず、7月の授業参観
では、落ち着いた授業風景を見ることができた。先
生が「このクラス（約30名）でまだきちんとひら
がなが書けない子が4名います。鏡文字を書く子、
（云々）」とおっしゃられた。我が子は該当していた。
今時は入学前にひらがな程度読めて書けるくらいの
学習を親がさせているのだろうが、我が家では何も
教えていなかったし、一年生の一学期は宿題もあま
りフォローしていなかった。学校に任せておけば小
学校低学年くらい親が何もしなくても大丈夫だと考
えていた。かくしてその日から学習指導を始めた。
（小学生の学年）×（15分）は家で勉強させるよう
言われている。小学一年生なら15分ポッチである。
しかし、である。その15分さえ、一年生には苦痛
なのだ。母親が漢字練習の宿題を見てあげていると、
書き順を間違えている。「「右」は「ノ」からで、

「左」は横棒からね。」と教えてあげる。長男は「書
き順なんてどうでもいいジャン。書いちゃえばわか
らないンだし。」と文句たらたらで素直に従わない。
ノートの大きいマスから字がはみ出し、思うように
字が書けない。今は学校や家庭での基礎学力の練習
時間が足らないのだ。
「ゆとり教育」は1977年から始まり、2002年か
らさらに加速された。この背景について、「「ゆとり
教育」から我が子を救う方法（和田秀樹著　東京書
籍）」では次のように書かれている。

「この当時、高校進学率が九〇パーセントを超え、
世はまさに高度大衆化教育社会に突入していた。そ
の中で、学校の授業内容についていけない、いわゆ
る「落ちこぼれ」が大きな社会問題としてクローズ
アップされ、「これを救済すべき」という教育議論
が起こったのがそもそものきっかけなのである。こ
うした問題を解決する手段として訴えられたのが、
授業内容の過密さと子どもたちの学習負担の重さの
軽減である。「ゆとり」がキーワードとなり、一九
七七年の改訂ではこれに基づいた学習指導要領づく
りが行われたのだ。」（同書32頁より）
「その学習指導要領はおよそ10年ごとに改訂され
ているが、現行のものは二〇〇二年四月に新たに導
入されたばかりである。その特徴は、従来のものに
比べて授業時間で二割削減、授業で教えるカリキュ
ラムに至っては三割の内容削減を行った点にある。
これが世間で、「ゆとり教育」と呼ばれているゆえ
んでもある。」（同書21頁より）

授業時間や学習内容が大幅に削減され、家庭学習
時間に関しても諸外国の平均を大きく下回るそう
だ。親は一体何をしたら良いのか。以下に参考にな
る情報をいくつか提供したい。
まずは、小学校時代にいかに勉強する習慣を身に

つけさせて、いかに基礎学力をつけるかである。近
年、山口小学校での基礎学力徹底への取り組みが話
題を呼んでいる。徹底的な漢字反復練習・古文暗
唱・音読・「百マス」計算などが挙げられる。この
ようないわゆる「詰め込み教育」にもかかわらず、
子ども達は生き生きとして「学校が楽しい」といい、
卒業生の中から有名大学の合格者を高い確率で輩出
しているそうだ。次に、いかに理数系分野に興味を
持ってもらうかである。我が家では長男が4年生に
なったので、「小向東芝少年少女発明クラブ」の会
員になった。月に一度、面白いイベント、「紙の橋
をつくろう」「大きな模型飛行機」等をやってくれ
る。また、日本機械学会の「ジュニア会友」会員に
もなった。機械工学に興味を持つ16歳未満の子ど
もを対象としており、体験学習の場などを提供して
くれる（会費無料。入会金500円）。先日、夏休み
子ども向け行事「ミニロボットを作ろう」に参加し
た。長男はアシスタントの方々に助けてもらいなが
らミニロボットを無事完成させ、「ものを作るのが
楽しい」と嬉しい感想を述べてくれた。10年後が
楽しみである。
〔文責：小林祐子（東芝） イラスト：大塚芳子〕
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